
Ⅰ．はじめに

　種子散布された後，土壌中で発芽能力を有したまま休眠するも

のは埋土種子と呼ばれる。これらの種子は環境の変化により休眠

を打破し発芽するため，森林更新において重要な働きをする。

よって埋土種子の発芽特性を明らかにすることは森林の更新過程

を明らかにする上で重要である。埋土種子を形成する樹種は先駆

性樹種が多く，暖温帯域の先駆性樹種であるアカメガシワ

（���������	�
�����）と，カラスザンショウ（��������	
��

����������	
）も埋土種子を形成する（デルミーほか，１９８９）。

休眠打破に関して，アカメガシワは温度較差によって起こる

（Washitani, I. and Takenaka, A. １９８７）が，カラスザンショウに

ついては未だ不明である。しかし，これまでの研究から，アカメ

ガシワはカラスザンショウよりも埋土種子を形成しにくい種であ

ることが判明している（保坂ほか，１９９５）。

　今回の研究では，このような休眠特性の違いが現実の森林更新

において，両樹種の更新に影響を及ぼしているかどうかを明らか

にすることを目的とした。

Ⅱ．材料と方法

　１．調査地の概況

　調査は九州大学福岡演習林１６林班ほ小班（標高４００～４５０ｍ）で

行った。２０００年１２月に伐採されたスギ人工林の伐採地とそれに隣

接した広葉樹林において，２００１年６月に伐採地から広葉樹林内に

かけてプロット４ヶ所を設定した。そのうち２ヶ所は伐採地から

林内へ幅１ｍで長さ２６ｍと２７ｍのプロット，１ヶ所は林外が幅１

ｍ，林内が幅２ｍで長さ２７ｍのプロットとした。さらに，残りの

１ヶ所は幅３ｍ，長さ１６ｍの林内のみのプロットとした。林内に

設置したプロットに出現した広葉樹種は，コナラ，イヌシデ，ア

カシデ，ウラジロガシ，カゴノキ，アカガシ，シキミ，ヤブニッ

ケイ，ヤブツバキ，ヒサカキ，シロダモであった。

　２．調査方法

　プロットを１ｍ×１ｍに区分し，１４３個のコドラートとした。

埋土種子の発芽を促進させるために，設定と同時にすべての林床

で落葉層を除去し，土壌を露出した。２００１年８月に発芽個体の種

名と個体数をコドラートごとに調査した。２００１年１０月にプロット

の光環境を把握するため，照度計（ミノルタT－１H）を用いて

全コドラートの相対照度を測定した。

Ⅲ．結果と考察

　発芽した樹種数と発芽個体数はそれぞれ２２樹種，２５４８本であっ

た。そのうちカラスザンショウは２８％，アカメガシワは２６％であ

り，この２樹種で全個体数の半分以上を占めた（表－１）。この

他，多く見られた樹種はネムノキ１２％，ヌルデ８％，クスノキ

６％，エノキ４％，コナラ４％であった。このように，多くの樹

木の実生が発芽したが，発芽実生数の９６％は林内のプロットに生

育していた広葉樹以外のものであり，ほとんどが鳥散布と考えら

れる樹種であった。よって，これらは，春に鳥散布により運ばれ

たか，あるいは埋土種子由来の実生であると考えられた。

　アカメガシワとカラスザンショウの発芽パターンを，コドラー

トごとに比較した（図－１）。林縁付近（２ｍ～－２ｍ）から林

外（－２ｍ～－１０ｍ）にかけては，アカメガシワのみ発芽したコ

ドラートが３個，カラスザンショウのみ発芽したものが５個，共

に発芽していたコドラートは３３個であった。これらのコドラート

の発芽パターンについては規則性は認められなかった。

　一方，林内（２ｍ～１７ｍ）については，アカメガシワのみが発

芽したコドラートが１９個，カラスザンショウのみが認められたコ

ドラートは０個で，共に発芽していたコドラートは５５個，ともに

発芽しなかったコドラートは２５個であった。林内におけるそれぞ

れの発芽パターンには一定の傾向が認められ，林縁から内部にい

くに従って，アカメガシワとカラスザンショウの両種が発芽した

コドラート，アカメガシワのみが発芽したコドラート，両種とも

発生しなかったコドラートと移行した。ただし，プロット１の林

内内部ではアカメガシワのみ発芽したコドラートと両種とも発芽

しなかったコドラートが混在した。これを相対照度との対応でみ

ると（図－２），相対照度の高い林縁付近では両種とも発生し，

林内の相対照度の低い場所でアカメガシワのみが発芽し，さらに

低くなるとどちらも発芽しないという結果になり，相対照度の高

低が発芽を制御しているように見える。しかし，最初に述べたよ

うに，アカメガシワの休眠は温度較差によって打破されることか
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ら，ここでの結果は，相対照度の高いところでは温度較差が大き

く，低いところでは較差が小さかったことを反映したものと考え

られる。

　アカメガシワとカラスザンショウの発芽パターンを比較すると

明らかに違いがあり，アカメガシワがカラスザンショウよりも林

内深くまで発芽した。もし，カラスザンショウも温度較差に反応

して発芽する種であると，アカメガシワよりも大きな温度較差で

休眠打破をおこす樹種であることが予想されるが，いずれにして

も両種の間には休眠打破の条件に差異が存在することは確かである。

　このような発芽特性の違いは，両種の更新ニッチに違いを生じ

させることとなり，同じ先駆性樹種でありながら共存をもたらし

ている要因であることが示唆された。

Ⅳ．おわりに

　アカメガシワとカラスザンショウの発芽特性の違いは，実際の

森林更新に反映されていることが確認された。今後はさらに，両

種の発芽特性の比較や，発芽後の成長の比較を行っていく必要が

ある。
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図－１．アカメガシワとカラスザンショウの発芽パターン

表－１．プロット内で発芽した木本樹種と発芽本数

％発芽数樹種

　２８７１８カラスザンショウ

　２６６５１アカメガシワ

　１２２９５ネムノキ

　８２１３ヌルデ

　６１５２クスノキ

　４１１０エノキ

　４　９４コナラ

　１２３１５その他

１００２５４８　合計

図－２．林外から林内にかけての相対照度の推移


